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✔✔ 外国為替市場外国為替市場

※各為替レートの2014年末の終値を100として指数化しています。※週次データを用いています。 

英国・ポンド 

メキシコ・ペソ 

トルコ・リラ 

南アフリカ・ランド 

ブラジル・レアル 

ユーロ 

主要国の為替レートの推移 主要国の為替レートの推移 

新興国の為替レートの推移 新興国の為替レートの推移 新興国の為替レートの推移 

1月 2月 3月 

1月 2月 3月 

4月 

4月 

5月 

5月 

6月 

6月 

7月 

7月 

8月 

8月 

9月 

9月 

10月 

10月 

◎おもな出来事 
 

・米国：7～9月期の実質GDP成長率（確定値）は改定値から小幅に下方修正された。11

月の耐久財受注（航空機を除く非国防資本財）は前月から小幅に減少した一方、個人

消費支出と所得はともに前月から伸びた。・欧州：英国の7～9月期の実質GDP成長率

（確定値）は改定値から小幅に下方修正された。スペイン総選挙では、与党が第一党を

維持したものの獲得議席は過半数に届かなかった。・日本：政府は4年連続で過去最高

の歳出規模となる2016年度予算案を閣議決定した。・新興国：中国では中央経済工作

会議が閉幕し、財政出動による景気を刺激する方針が示された。人民銀行は、1月から

国内金融市場における中国・人民元の取引時間拡大を決定した。 

✔外国為替相場の動き 
クリスマスを前に動意に欠ける展開の中、米国・ドルは主要国通貨に対して小安くなっ

た。新興国通貨は高安まちまち 

○ 原油価格は、米国の輸出解禁により同国内での供給過剰感が緩和するとの見方が 

  広がる中、在庫が減少したこともあり大幅に上昇。ただし、資源国通貨の反応はま 

  ちまちとなり、オーストラリア・ドルやニュージーランド・ドルは中国政府による景気支 

  援の方針を好感して上昇した一方、前週に上昇したメキシコ・ペソや南アフリカ・ラン 

  ドは下落。なお、世界の株式相場はエネルギー関連銘柄を中心に概ね上昇 

○ トルコ・リラは、市場の利上げ予想に対し政策金利が据え置かれたことから下落 

○ インドネシア・ルピアは、政策期待を背景に上昇 
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祝日等で休場等の場合には、前営業日の数値を記載 
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